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そば粉挽き 
　そばが日本に伝わり食されてきたのは、遠く縄文時代に遡る
と言われています。 
　石臼、目きり、こね鉢。昔はほとんどの家庭にあったこれら
の道具が姿を消していく中、 橋クマヨさん（越中里）は、そば
粉の香りや味わいを最大限に引き出す石臼をゆっくりとまわし、
まもなく訪れる冬に備えます。 
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全
国
商
業
高
校
協
会
が
主
催
す

る
ワ
ー
プ
ロ
検
定
試
験
で
、
小
国

高
等
学
校
の
今
真
梨
恵
さ
ん
、
小

池
美
保
子
さ
ん
、
�
橋
政
広
さ
ん

が
一
級
に
合
格
し
、
十
月
十
三
日
、

合
格
証
書
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

速
度
、
筆
記
、
文
章
作
成
能
力

の
三
教
科
で
審
査
さ
れ
る
こ
の
試

験
で
は
、
本
町
が
進
め
る
小
中
高

一
貫
教
育
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
情

報
教
育
の
成
果
が
表
れ
ま
し
た
。

　

小
国
高
等
学
校
で
は
、
年
度
末

に
こ
の
結
果
を
三
名
の
生
徒
に
一

単
位
と
し
て
認
定
す
る
予
定
で
す
。

　

置
賜
地
方
の
塗
装
業
者
で
つ
く

る
置
賜
塗
装
組
合
（
片
山
鋼
市
組

合
長
）
が
、
十
月
三
日
、
二
の
宮

児
童
遊
園
の
遊
具
を
塗
装
す
る
奉

仕
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
置
賜
地
方
の
各

市
町
を
順
番
に
回
っ
て
お
り
、
今

年
で
四
年
目
を
迎
え
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
米
沢
市
や
南
陽
市
な

ど
置
賜
三
市
五
町
か
ら
二
十
名
の

組
合
員
が
集
ま
り
、
色
あ
せ
た
滑

り
台
や
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
な
ど
を
、

次
々
と
カ
ラ
フ
ル
な
ペ
ン
キ
で
色

付
け
し
て
い
き
ま
し
た
。

10/3

10/13

き
れ
い
な
色
に
衣
替
え

奉
仕
活
動
で
遊
具
の
塗
装

一
貫
教
育
の
成
果
表
れ
る

　

ワ
ー
プ
ロ
検
定

初
の
一
級
合
格

　

第
十
二
回
大
里
峠
越
え
交
流
が
、

十
月
十
六
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
企
画
は
、
昔
か
ら
峠
を
越
え

て
生
活
文
化
の
往
来
が
あ
っ
た
小

国
町
と
関
川
村
と
の
交
流
を
深
め

よ
う
と
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
年
は
、
小
国
側
の
手
の
倉
口

か
ら
峠
に
入
り
、
山
頂
で
は
折
鶴

の
奉
納
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
約
二

時
間
か
け
て
歩
い
た
後
は
、
関
川

村
の
柄
目
木
（
が
ら
め
き
）
で
、

あ
た
た
か
い
芋
煮
「
大
里
鍋
」
が

ふ
る
ま
わ
れ
、
参
加
者
た
ち
の
疲

れ
を
癒
し
ま
し
た
。

10/16

歴
史
の
街
道
を
歩
く

大
里
峠
越
え
交
流
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今
年
で
三
回
目
を
迎
え
た
お
ぐ

に
鍋
ま
つ
り
が
、
十
月
二
十
三
日

ア
ス
モ
二
階
駐
車
場
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
町
内
か
ら
参
加
し
た

九
チ
ー
ム
が
自
慢
の
鍋
の
味
を
競

い
、
会
場
に
訪
れ
た
町
民
ら
が
そ

れ
ぞ
れ
の
味
を
審
査
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
地
元
の
野
菜
や
エ
サ

に
こ
だ
わ
っ
て
育
て
た
ニ
ワ
ト
リ

を
た
っ
ぷ
り
使
用
し
た
、
母
ち
ゃ

ん
公
社
の
「
母
ち
ゃ
ん
の
ど
ん
が

ら
汁
」
が
今
年
の
お
ぐ
に
鍋
将
軍

に
決
ま
り
ま
し
た
。

  全国防犯協会連合会
  防犯功労賞受賞

　　　  舟山政太郎さん

10/23

小
国
の
鍋
将
軍
決
ま
る

第
三
回
小
国
鍋
ま
つ
り

　１０月１１日、全国地域安全運動の小
国町の出発式が、アスモ駐車場で行
われ、全国防犯協会連合会の防犯功
労賞を受賞された、舟山政太郎さん
（越中里）に表彰状が伝達されまし
た。舟山さんにこれまでの活動の様
子をお聞きしました。
　「私が住む北部地区では、今年６月
から子どもたちを地域の力で守ろう
と、孫支援隊を結成し防犯活動に取り
組んできました。横川ダムの骨材運
搬車輌など交通量が大変多くなって
いることから、交通安全はもちろん、
近年全国的に多発している不審者か
ら子どもたちを守るために、ステッ
カーを貼った車や徒歩で巡回をする
などの活動を行っています。
　また、総合学習や社会科の授業な
どでは、地域の先生として子ども達
とカラコを作ったり、昔の生活の様
子を教えたりとさまざまな活動を行
なっています。この賞の受賞をきっ
かけに一層地域住民の安全安心な生
活を守っていきたいと思います。」

地域の防犯に
取り組んでいます

　

生
徒
の
体
験
学
習
や
研
究
の
成

果
を
町
民
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

小
国
高
等
学
校
の
町
民
報
告
会
が
、

十
月
二
十
日
、
お
ぐ
に
開
発
総
合

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
生

徒
か
ら
、
短
期
留
学
の
報
告
や
検

定
試
験
、
山
形
大
学
工
学
部
で
の

共
同
研
究
の
成
果
、
ま
た
夏
季
休

業
中
に
行
な
っ
た
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
や
部
活
動
の
報
告
が
さ
れ

ま
し
た
。
約
百
名
の
町
民
が
集

ま
っ
た
会
場
か
ら
は
、
質
問
や
激

励
な
ど
生
徒
達
の
一
層
の
活
躍
を

期
待
す
る
声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

10/20

私
た
ち
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
ま
す

小
国
高
等
学
校
町
民
報
告
会
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六
千
四
百
人
以
上
の
犠
牲
者

　

六
千
四
百
人
以
上
の
犠
牲
者
をを

出
し
出
し
、、発
生
か
ら
十
年
が
経
過
し

発
生
か
ら
十
年
が
経
過
し
たた

阪
神
・
淡
路
大
震
災

阪
神
・
淡
路
大
震
災
。。

山
間
集
落
が
孤
立
し
壊
滅
的

　

山
間
集
落
が
孤
立
し
壊
滅
的
なな

被
害
を
受
け
た
、
新
潟
県
中
越
地
震

被
害
を
受
け
た
、
新
潟
県
中
越
地
震
。。

過
去
五
十
五
年
間
で
最
多

　

過
去
五
十
五
年
間
で
最
多
のの
上上

陸陸
を
記
録
し
た
昨
年
の
台

を
記
録
し
た
昨
年
の
台
風風
。。

こ
う
し
た
大
災
害
も
、時
間
の

　

こ
う
し
た
大
災
害
も
、時
間
の
経経

過
と
と
も
に
私
た
ち
の
記
憶
か

過
と
と
も
に
私
た
ち
の
記
憶
か
らら

薄
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。自
然

薄
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。自
然
災災

害
は
「
忘
れ
た
こ
ろ
に
」
そ
し

害
は
「
忘
れ
た
こ
ろ
に
」
そ
し
てて

「
い
つ
」「
ど
こ
で
」
発
生
す
る

「
い
つ
」「
ど
こ
で
」
発
生
す
る
かか

わ
か
ら
な
い
突
然
の
脅
威
で
す

わ
か
ら
な
い
突
然
の
脅
威
で
す
。。

平
成
十
六
年
七
月
十
七
日
、本

　

平
成
十
六
年
七
月
十
七
日
、本
町町

を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
は
、昭
和
四

を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
は
、昭
和
四
十十

二
年
の
羽
越
水
害
を
上
回
る
、観

二
年
の
羽
越
水
害
を
上
回
る
、観
測測

史
上
最
高
と
な
る
時
間
雨
量
を

史
上
最
高
と
な
る
時
間
雨
量
を
記記

録
し
、町
内
各
地
に
大
き
な
被
害

録
し
、町
内
各
地
に
大
き
な
被
害
をを

も
た
ら
し
ま
し
た

も
た
ら
し
ま
し
た
。。

あ
れ
か
ら
一
年
四
ヶ
月
。大
き

　

あ
れ
か
ら
一
年
四
ヶ
月
。大
き
なな

被
害
を
受
け
た
被
災
現
場
は
ど

被
害
を
受
け
た
被
災
現
場
は
ど
のの

よ
う
に
復
旧
さ
れ
た
の
か
。小
国

よ
う
に
復
旧
さ
れ
た
の
か
。小
国
町町

は
こ
れ
ま
で
、地
域
住
民
の
力
で

は
こ
れ
ま
で
、地
域
住
民
の
力
で
いい

く
つ
も
の
災
害
を
乗
り
越
え
て

く
つ
も
の
災
害
を
乗
り
越
え
て
きき

た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。「
災
害
に

た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。「
災
害
に
強強

い
ま
ち
づ
く
り
」の
実
現
に
向
け

い
ま
ち
づ
く
り
」の
実
現
に
向
け
たた

取
り
組
み
に
つ
い
て
考
え
て
み

取
り
組
み
に
つ
い
て
考
え
て
み
まま

すす
。。

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
災災災災災災災災災災災
害害害害害害害害害害害
ににににににににににに
強強強強強強強強強強強
いいいいいいいいいいい
ままままままままままま
ちちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりり
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

特 集

１７．１０．１１　兵庫舘付近上空より
防災ヘリ「ほくりく号」に搭乗時撮影
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七
・
一
七
豪
雨
を
振
り
返
る

　

昨
年
七
月
中
旬
、
東
北
地
方
南

部
に
停
滞
し
た
梅
雨
前
線
の
活
動

が
活
発
に
な
り
、
七
月
十
七
日
未

明
か
ら
局
地
的
に
豪
雨
と
な
り
、

本
町
で
も
、
朝
日
山
系
を
中
心
に

強
い
雨
が
断
続
的
に
降
り
続
き
ま

し
た
。

　

こ
の
豪
雨
は
、
水
田
の
冠
水
や

道
路
、
河
川
、
水
路
の
決
壊
、
土

砂
崩
れ
、
住
宅
の
床
上
・
床
下
浸

水
な
ど
、
町
内
全
域
に
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

山
形
地
方
気
象
台
小
国
観
測
所

（
大
宮
地
内
）
で
、
十
七
日
の
二

十
四
時
間
雨
量
が
二
二
三
�
に
達

し
、
午
前
十
一
時
か
ら
正
午
ま
で

の
一
時
間
に
降
っ
た
雨
量
は
、
観

測
史
上
最
高
と
な
る
七
七
�
を
記

録
し
ま
し
た
。

あ
の
被
災
現
場
は
今

　

町
で
は
、
同
日
午
後
十
二
時
五

十
分
、
町
長
を
本
部
長
と
す
る
小

国
町
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、

被
害
の
状
況
把
握
、
応
急
対
応
、

町
民
へ
の
情
報
発
信
な
ど
、
町
民

の
安
全
確
保
を
最
優
先
に
、
復
旧

作
業
に
努
め
ま
し
た
。

　

被
害
総
額
は
約
三
億
六
千
万
円

に
及
び
、
町
が
直
接
実
施
し
て
き

た
災
害
復
旧
は
、
今
年
八
月
の
林

道
沖
庭
線
の
復
旧
工
事
を
も
っ
て

全
て
完
了
し
ま
し
た
。

住
民
自
ら
の
力

　

町
内
各
地
で
災
害
が
発
生
し
た

こ
と
か
ら
、
自
分
た
ち
の
身
を
守

る
た
め
、
そ
し
て
い
ち
早
く
応
急

復
旧
を
し
て
生
産
基
盤
を
確
保
し

て
い
く
た
め
に
、
住
民
の
自
主
的
、

主
体
的
な
復
旧
活
動
が
各
地
で
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
、
町
内
の
田
沢
頭
地
区
を

流
れ
る
田
沢
川
は
、
み
る
み
る
水

位
が
上
昇
し
農
業
用
水
路
は
欠
壊
、

そ
し
て
川
に
か
か
る
門
前
橋
で
は

橋
の
上
一
�
ま
で
水
位
が
あ
が
り

ま
し
た
。
出
穂
前
の
最
も
水
を
必

要
と
す
る
大
切
な
時
期
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
崩
れ
た
土
砂
で
川
が

堰
き
止
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

下
流
の
水
田
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
心
配
さ
れ
た
た
め
、

応
急
措
置
と
し
て
欠
壊
が
比
較
的

少
な
い
別
の
ル
ー
ト
を
復
旧
し
て

水
路
を
確
保
、
そ
の
後
大
き
く
決

壊
し
た
箇
所
の
復
旧
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
復
旧
作
業
は
、
降
り
し

き
る
雨
の
中
、
用
水
路
を
管
理
す

る
水
利
組
合
な
ど
が
中
心
と
な
り
、

欠
壊
箇
所
の
応
急
処
置
や
土
の
う

の
積
み
上
げ
な
ど
、
地
域
住
民
の

力
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
復
興

　

こ
の
よ
う
に
、
早
急
な
対
応
が

必
要
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
町
で

は
、
地
元
受
益
者
等
で
組
織
す
る

水
利
組
合
等
の
農
業
施
設
や
農
用

地
な
ど
を
対
象
に
、
国
か
ら
の
補

助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
小

規
模
な
災
害
に
対
し
、
そ
の
復
旧

費
の
八
○
％
以
内
の
補
助
を
行
う
、

町
単
独
の
「
耕
地
小
規
模
災
害
復

旧
費
補
助
制
度
」
を
創
設
し
、
災

害
箇
所
の
早
期
復
旧
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

２５０ 

２００ 

１５０ 

１００ 

５０ 

０ 
１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ 

４６ 

１５ １４ 

８８ ８８ 

１４ 
２９ ２９ 
６０ 

２２３ 

１９ ２９ ２９ ６ 

（日） 

２００４年７月１０日～２０日の降水量 

降
水
量（
mm
） 

濁流が押し寄せた駅前

土のうづくりに励む消防団員
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こ
の
制
度
で
は
、
地
域
住
民
の

手
に
よ
っ
て
農
業
施
設
七
十
三
カ

所
、
農
用
地
二
十
六
カ
所
の
復
旧

事
業
が
実
施
さ
れ
、
復
旧
費
は
総

額
で
四
千
六
百
万
円
に
及
び
、
こ

の
う
ち
三
千
三
百
二
十
八
万
四
千

円
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

自
然
災
害
に
備
え
て

　

今
年
七
月
、
国
土
交
通
省
で
は
、

小
国
町
を
含
む
北
陸
地
方
整
備
局

管
内
に
お
け
る
自
然
災
害
に
迅
速

に
対
応
す
る
た
め
、
防
災
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
「
ほ
く
り
く
号
」
を
配
備

し
ま
し
た
。

　

こ
の
ヘ
リ
は
新
潟
空
港
に
待
機

し
、
災
害
発
生
時
に
は
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
た
め
、
災
害
の
規

模
、
状
況
、
範
囲
等
を
速
や
か
に

か
つ
的
確
に
確
認
し
、
早
期
の
応

急
復
旧
活
動
を
行
い
ま
す
。
機
体

に
は
、
画
像
伝
送
用
カ
メ
ラ
や
赤

外
線
熱
画
像
用
カ
メ
ラ
な
ど
が
装

備
さ
れ
、
被
災
地
の
情
報
収
集
は

も
ち
ろ
ん
、
資
材
や
機
材
の
輸
送

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
対
策
活
動

に
備
え
ま
す
。

　

ま
た
、
県
と
町
で
は
、
土
砂
災

害
に
備
え
て
「
小
国
町
土
砂
災
害

危
険
箇
所
図
」
を
作
成
し
、
危
険

箇
所
が
含
ま
れ
て
い
る
地
域
に
配

布
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
図
の
中
に
は
、
あ
ら
か

じ
め
家
族
と
の
間
で
緊
急
連
絡
先

や
避
難
場
所
を
決
め
て
、
緊
急
時

に
迅
速
な
対
応
が
と
れ
る
よ
う
、

確
認
し
あ
っ
た
事
項
が
記
載
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

復旧後

井の下幹線用水路被災当時（若山地内）

災害復旧後の用水路（田沢頭地内）

国土交通省防災ヘリコプター「ほくりく号」
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日
頃
の
備
え

　

日
頃
か
ら
、
避
難
場
所
や
そ
の

経
路
の
確
認
、
避
難
用
品
の
備
え

を
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

今
年
度
の
防
災
訓
練
は
、
十
月

二
日
、
伊
佐
領
小
学
校
を
会
場
に

実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
昨
年
の
豪
雨
災
害
を

思
い
出
さ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
前

日
か
ら
降
り
続
く
雨
の
中
、
災
害

が
起
き
た
時
に
適
切
な
対
応
が
と

れ
る
よ
う
、
真
剣
な
表
情
で
、
け

が
人
の
応
急
処
置
や
消
火
訓
練
な

ど
に
臨
み
ま
し
た
。

　

新
潟
県
中
越
地
震
か
ら
一
年
、

震
度
６
強
の
地
震
を
想
定
し
て
行

わ
れ
た
こ
の
防
災
訓
練
で
は
、
隣

県
で
起
き
た
災
害
を
教
訓
に
、
万

が
一
の
時
、
地
域
の
力
で
支
え
合

い
、
助
け
合
っ
て
災
害
を
乗
り
越

え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め

て
確
か
め
合
い
ま
し
た
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　

小
国
町
は
三
八
豪
雪
や
羽
越
水

害
、
そ
し
て
昨
年
の
七
・
一
七
豪

雨
災
害
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
自

然
災
害
に
幾
度
と
な
く
遭
遇
し
、

そ
の
度
に
住
民
と
民
間
と
行
政
の

「
協
働
の
力
」
で
乗
り
越
え
て
き

ま
し
た
。

　

町
で
は
こ
う
し
た
自
然
災
害
の

脅
威
を
教
訓
に
、
今
年
度
、
毛
布

や
土
の
う
な
ど
、
災
害
が
起
き
た

時
緊
急
に
必
要
と
な
る
物
資
を
購

入
し
備
蓄
し
ま
し
た
。
そ
の
他
食

料
品
や
日
用
品
に
つ
い
て
は
、
非

常
時
に
迅
速
な
確
保
が
図
れ
る
よ

う
、
町
内
の
販
売
店
と
の
連
携
体

制
を
整
え
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
今
後
も
よ
り
迅

速
な
防
災
対
策
、
体
制
づ
く
り
の

確
立
に
努
め
な
が
ら
、
町
民
が
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

伊佐領小学校で行われた防災訓練

町
道
伊
佐
領
川
入
線
被
災
当
時（
伊
佐
領
地
内
）

　

復
旧
後

　

町
道
松
岡
大
石
線
被
災
当
時（
朝
篠
地
内
）

　

復
旧
後
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遠
藤
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
、

小
国
町
議
会
議
員
に
初
当
選
さ
れ
て
以
来
、

七
期
二
十
六
年
余
り
の
長
き
に
渡
り
豊
か

な
経
験
と
卓
越
し
た
見
識
を
も
っ
て
、
小

国
町
発
展
の
た
め
に
心
血
を
そ
そ
が
れ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
十
一
年
か

ら
の
二
期
六
年
余
り
は
、
小
国
町
議
会
議

長
と
し
て
、
円
滑
な
議
会
運
営
と
地
方
自

治
の
振
興
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

特
に
、
昭
和
六
十
一
年
か
ら
は
横
川
ダ

ム
建
設
事
業
に
あ
た
り
、
議
会
の
特
別
委

員
会
委
員
長
と
し
て
、
今
日
の
横
川
ダ
ム

の
建
設
促
進
に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
八
年
か
ら
は
、
包
括
ケ
ア

タ
ウ
ン
整
備
対
策
特
別
委
員
長
と
し
て
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
町
の
礎
を
築

か
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
高
い
識
見
の
も
と
、

平
成
十
三
年
か
ら
は
、
置
賜
地
方
町
村
議

会
議
長
会
会
長
、
県
町
村
議
会
議
長
会
会

長
に
就
任
、
平
成
十
五
年
に
は
、
東
日
本

町
村
議
会
議
長
会
会
長
、
全
国
町
村
議
会

議
長
会
副
会
長
に
就
任
さ
れ
、
本
年
六
月

ま
で
重
責
を
全
う
さ
れ
、
そ
の
手
腕
と
功

績
が
全
国
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

白
い
森
の
国
小
国
を
こ
よ
な
く
愛
さ
れ
、

町
発
展
の
基
盤
を
築
か
れ
た
遠
藤
さ
ん
の

ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

小国町議会議長  故 遠藤和壽氏を送る
　去る９月28日、小国町議会議長遠藤和壽さんが享年71歳でご逝去されました。

　遠藤さんの告別式は、小国町議会と遠藤家の合同葬をもって、１０月１０日午後１時

より町民総合体育館において、しめやかに執り行われました。会場には、故人の功

績をたたえ遺徳を偲んでたくさんの町民の皆さんが参列し、最後のお別れをいたし

ました。

平
成　

年　

月　

日

１６

１１

１７

第　

回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会

４８
で
宣
言
を
読
み
上
げ
る

平
成　

年
２
月　

日

１７

１７

山
形
県
知
事
表
彰
を
受
賞
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農
林
水
産
省
の
経
営
構
造
対
策

事
業
の
採
択
を
受
け
、
町
が
昨
年

三
月
か
ら
東
部
地
区
に
建
設
を
進

め
て
き
た
「 
水  
源 
の
郷
交
流
館
」

み 

ず

が
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
東
部
地
区
特
有

の
地
域
資
源
で
あ
る
観
光
わ
ら
び

園
や
山
菜
、
雑
穀
、
そ
ば
な
ど
の

自
然
の
め
ぐ
み
を
有
効
に
活
用
し

な
が
ら
、
農
業
生
産
の
拡
大
や
、

農
地
の
流
動
化
、
担
い
手
の
育
成

を
図
り
、
地
域
農
業
の
活
性
化
を

目
指
す
た
め
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
場
産
の
農
産
物
を
活
か
し
た

郷
土
料
理
を
提
供
す
る
レ
ス
ト
ラ

ン
や
、
山
菜
、
そ
ば
等
の
調
理
実

習
を
行
う
体
験
研
修
室
な
ど
が
整

備
さ
れ
、
今
後
、
横
川
ダ
ム
の
完

成
に
よ
り
見
込
ま
れ
る
入
込
客
と

の
交
流
事
業
の
展
開
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
施
設
の
管
理
運

営
は
、
地
元
の
東
部
地
区
振
興
協

議
会
が
行
い
ま
す
。

　

十
月
九
日
、
県
内
か
ら
二
百
人

の
小
中
学
生
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た

さ
わ
や
か
第
二
十
一
回
県
一
輪
車

大
会
が
酒
田
市
で
行
わ
れ
、
伊
佐

領
小
学
校
の
全
校
児
童
十
名
が
参

加
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、百
メ
ー

ト
ル
の
速
さ
を
競
う
ス
プ
リ
ン
ト

競
技
で
�
橋
耕
平
さ
ん
（
六
年
）

が
、
二
人
組
で
演
技
す
る
カ
プ
ル

ズ
演
技
で
、
�
橋
奈
々
さ
ん
（
四

年
）
と
宮
野
真
梨
恵
さ
ん
（
五
年
）

ペ
ア
が
み
ご
と
優
勝
を
果
た
し
ま

■工事期間　平成１７年３月１８日から
　　　　　　平成１７年１０月２５日
■工 事 費　１４８，２５５千円
■面　　積　３６６．０４�
■主体構造　木造平屋建て
小国町大字叶水１４７４番地１

施設の概要

全校児童で演技した団体演技は第３位

し
た
。
そ
の
他
全
校
児
童
で
出
場

し
た
グ
ル
ー
プ
演
技
で
も
第
三
位

に
入
賞
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
積

み
上
げ
て
き
た
練
習
の
成
果
が
実

を
結
び
ま
し
た
。

　

伊
佐
領
小
学
校
で
は
、
二
十
年

以
上
前
か
ら
体
力
つ
く
り
や
バ
ラ

ン
ス
感
覚
を
養
う
事
を
目
的
と
し

て
一
輪
車
乗
り
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
こ
れ
ま
で
さ
い
わ
い
荘
や
運

動
会
な
ど
で
地
域
の
か
た
が
た
に

披
露
し
て
き
ま
し
た
。

伊佐領小学校
一輪車大会で活躍

が
完
成
し
ま
し
た 

み 

ず 
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遠
く
三
万
キ
ロ
以
上
離
れ
た
異
国
の
地
で
、
私
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
事
を
学
び
ま
し
た
。

出
会
い
・
交
流
・
驚
き
・
気
づ
き
・・・
。
自
分
の
ま
わ
り
だ
け
で
な
く
、
広
い
世
界
に

目
を
む
け
、
新
し
い
も
の
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
喜
び
を
実
感
し
ま
し
た
。

素
直
に
家
族
と
接
す
る
姿
が
そ
こ
に
あ
り
ま
し
た

　私がアメリカへ行っ
て感じた事は、アメリ
カの１０代の子は日本の
１０代の子よりも家庭に
対してオープンだとい
う事です。日本の子は
家族に閉鎖的になりが
ちだと思いますが、ア
メリカの子は自分の気
持ちを素直に出し、両
親にその日の出来事を
伝えたり、毎日母親と
抱き合って愛情を伝え
合う時間をもつなど、
家族の在り方の違いを
感じる事ができました。
修学旅行ではできない
貴重な体験をさせてい
ただいたことにとても
感謝しています。

　10月1日から15日までの15日間、小国高校の生徒4名がアメリカロサンゼルスの
ベニス高校とコロラドのミッチェル高校に短期留学を実施しました。異文化に触れさま
ざまなことを学んできた生徒の体験を紹介します。

〜 
異
文
化
に
触
れ
て 
〜

ア
メ
リ
カ
へ
短
期
留
学

小
国
高
等
学
校
の
生
徒

堺　愛莉さん
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　２週間はとても短
かったですが、たくさ
んの事を学ぶ事ができ
ました。驚いたのは、
現地の高校生は積極的
で自己主張がしっかり
している事です。
　また辞書や参考書に
も載っていない、アメ
リカに住んでいるから
こその表現の仕方など、
実際に現地で生活して
みて初めて分かる事が
たくさんありました。
ひとつひとつ分かって
いく事がすごく楽し
かったです。このよう
な貴重な体験をさせて
いただいた事にとても
感謝しています。

い
ろ
い
ろ
な
事
を
知
る
喜
び
を
感
じ
ま
し
た

　２週間という時間を
いただき自分の語学力
を試すだけでなく、文
化の違いを学びました。
アメリカの学生達は日
本と違い自己主張が
はっきりしており、自
分の意見をもっていま
した。今回の留学でこ
れからの人生観が変
わったと思います。自
分から行動を起こさな
いと何も変わらない。
自分の人生、悔いを残
さないためにも何事も
チャレンジしていきた
いと強く思いました。
人生観が変わったと思
える事が今回一番学ん
だことだと思います。

悔
い
が
残
ら
な
い
よ
う
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い

　私は今回の短期留学
で日本とアメリカの食
文化の違いを学ぶ事が
目標でした。滞在中は、
ホストファミリーと一
緒にスーパーで買い物
をしたり、普段の食事
の中から食文化の違い
を感じる事ができまし
た。特に食品の成分表
示は日本よりも簡単に
書いてあり、日本の食
品は安心して買う事が
できると思いました。
今回の留学で感じたこ
とや体験したことを将
来、自分の就きたいと
思っている職業にも活
かしていきたいと思い
ます。

将
来
の
職
業
に
活
か
せ
る
体
験
が
で
き
ま
し
た

������������私たちが学んだこと

伊藤　幸恵さん 金　礼さん

小野まりのさん
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町
民
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
議

会
運
営
に
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

小
国
町
は
今
、
景
気
雇
用
対
策
や
、

少
子
高
齢
化
対
策
な
ど
多
く
の
問

題
を
抱
え
、行
財
政
を
取
り
巻
く
情

勢
は
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま

す
が
、恵
ま
れ
た
地
域
資
源
を
活
用

し
な
が
ら
、新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

常
に
公
平
公
正
な
立
場
で
町
民

と
の
対
話
を
深
め
、議
会
に
お
け
る

議
論
を
尽
く
し
、小
国
町
の
発
展
の

た
め
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、町
民
の
皆
様
方
の
一
層
の
ご

支
援
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ

就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

去
る
十
月
二
十
四
日
に
開
か
れ

ま
し
た
臨
時
議
会
に
お
い
て
、議
員

各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、小
国
町
議

会
議
長
の
重
責
を
仰
せ
つ
か
り
就

任
い
た
し
ま
し
た
。そ
の
責
務
の
重

大
さ
に
、
改
め
て
身
を
引
き
締
め
、

　

平
成
十
七
年
第
六
回
臨
時
議
会

が
、
十
月
二
十
四
日
に
開
催
さ
れ
、

故
遠
藤
和
壽
議
長
の
合
同
葬
に
要

す
る
経
費
に
つ
い
て
専
決
処
分
の

承
認
を
得
た
ほ
か
、
二
議
案
が
審

議
さ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
議
会
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、

新
た
に
議
長
に
は
安
部
周
次
氏
、

副
議
長
に
は
伊
藤
良
一
氏
が
そ
れ

ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

臨時議会

議長に安部周次氏
副議長に伊藤良一氏

　

十
月
十
三
日
、
県
教
育
庁
が
主

催
す
る
「
県
立
高
校
教
育
改
革
実

施
計
画
」
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、

私
も
出
席
し
ま
し
た
。
少
子
化
が

急
激
に
進
む
中
に
あ
っ
て
、
県
立

小
国
高
等
学
校
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
集
ま
っ
た
町
民
の
皆
様
か
ら

は
、
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
に
向

け
た
励
ま
し
の
言
葉
が
た
く
さ
ん

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
二
十

日
に
は
小
国
高
等
学
校
の
町
民
報

告
会
が
開
催
さ
れ
、
十
二
名
の
生

徒
か
ら
、
国
際
理
解
や
情
報
教
育

な
ど
今
年
度
の
特
色
あ
る
実
践
活

動
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

勝
見
校
長
先
生
の
「
今
在
学
し

て
い
る
生
徒
た
ち
の
た
め
に
、
そ

し
て
今
後
入
学
し
て
く
る
生
徒
た

ち
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
精
一

杯
や
っ
て
い
き
た
い
。」と
い
う
情

熱
と
決
意
を
込
め
た
言
葉
に
、
今

後
と
も
小
国
高
等
学
校
存
続
に
向

け
て
、
で
き
る
限
り
の
支
援
と
協

力
を
し
て
い
く
決
意
を
新
た
に
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

小
国
町
長　

小
野
精
一

町
長
室
か
ら

町町
長
室
長
室
かか
らら

町
立
病
院
内
科
に

高
野
潤
先
生

　

町
立
病
院
の
内
科
に
高
野
潤
先

生
が
就
任
し
、
十
月
一
日
か
ら
診

察
に
あ
た
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

高
野
先
生
は
、
米
沢
市
の
出
身

で
、
平
成
十
二
年
に
東
海
大
学
医

学
部
を
卒
業
後
、
山
形
大
学
医
学

部
付
属
病
院
、
県
立
日
本
海
病
院
、

鶴
岡
市
立
荘
内
病
院
で
勤
務
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
出
身
の
米
沢
も
自
然
豊
か
な

と
こ
ろ
で
す
が
、
小
国
に
来
て
山

が
す
ご
く
近
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

冬
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

　

診
療
に
当
た
る
際
は
常
に
、
患

者
の
話
を
よ
く
聞
く
こ
と
を
心
が

け
て
い
ま
す
。
町
民
の
か
た
が
た

に
は
、
遠
慮
せ
ず
に
い
ろ
い
ろ
な

事
を
話
し
、
相
談
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

小
国
町
議
会
議
長

安
部
周
次
氏

就
任
の
あ
い
さ
つ
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今
年
の
三
歳
児
健
診
を
受
診
さ

れ
た
お
子
さ
ん
の
中
か
ら
、
特
に

虫
歯
が
一
本
も
な
く
、
口
腔
内
が

良
好
な
状
態
で
、
歯
磨
き
の
週
間

や
お
や
つ
の
内
容
な
ど
、
生
活
習

慣
全
般
に
優
秀
な
お
子
さ
ん
と
そ

の
保
護
者
を
表
彰
し
ま
し
た
。

 

橋
夏
海
ち
ゃ
ん

　
　

泉
美
さ
ん　

（
小
国
町
）

今　

優
花
ち
ゃ
ん

　
　

友
帰
子
さ
ん
（
西
）

青
木
玲
花
ち
ゃ
ん

　
　

真
由
美
さ
ん
（
岩
井
沢
）

佐
藤
亜
美
ち
ゃ
ん

　
　

里
香
さ
ん　

（
小
国
町
）

原
田
陽
司
く
ん

　
　

敦
子
さ
ん　

（
越
中
里
）

　

食
や
運
動
な
ど
の
観
点
か
ら
、

自
分
や
家
族
の
生
活
を
見
直
し
、

健
康
な
暮
ら
し
を
実
現
し
よ
う
と

企
画
さ
れ
た
、
小
国
町
健
康
ま
つ

り
が
、
十
月
十
五
日
、
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
指
導
に
よ
る
親
子
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
や
、
地
元
の
食
材
、
雑
穀

な
ど
を
使
っ
た
料
理
の
試
食
会
、

薬
と
健
康
の
相
談
な
ど
が
行
な
わ

れ
、
日
頃
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
自
分
や
家
族
の
健
康
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　

早
い
も
の
で
今
年
も
あ
と
二
ヶ

月
を
残
す
と
こ
ろ
と
な
り
、
今
年

度
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
三
十
八

度
か
ら
三
十
九
度
を
超
え
る
発
熱

を
も
っ
て
突
然
発
症
し
、
初
期
に

は
、
頭
痛
、
全
身
の
だ
る
さ
、
筋

肉
や
関
節
の
痛
み
等
の
全
身
症
状

を
伴
い
、
そ
の
後
、
鼻
水
、
咽
頭

痛
、
咳
等
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。

例
年
十
一
月
〜
四
月
に
こ
れ
ら
の

症
状
が
あ
っ
た
場
合
は
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

最
近
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
迅

速
検
査
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
疑
い

三
宅
香
保
登

町
立
病
院

臨
床
検
査
主
任
技
師

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

つ
い
て

の
あ
る
人
の
鼻
の
奥
ま
で
綿
棒
を

挿
入
し
、
粘
膜
を
軽
く
擦
っ
て
検

体
を
採
取
し
、
診
断
キ
ッ
ト
で
検

査
を
す
る
と
、
二
十
分
以
内
に
結

果
は
出
ま
す
。
結
果
が
陽
性
と
な

れ
ば
医
師
が
診
断
す
る
う
え
で
極

め
て
有
用
な
情
報
に
な
り
ま
す
が
、

検
査
を
す
る
時
期
に
よ
り
、
実
際

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
あ
っ
て
も

陰
性
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ

を
検
出
限
界
と
い
い
ま
す
。
ウ
イ

ル
ス
の
増
殖
ス
ピ
ー
ド
に
は
個
人

差
が
あ
り
、
陽
性
に
な
る
の
に
必

要
な
ウ
イ
ル
ス
量
に
達
し
て
い
な

か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
為
で
す
。

　

発
症
か
ら
検
査
ま
で
の
期
間
が

短
い
と
、
ウ
イ
ル
ス
量
が
少
な
く
、

検
出
率
は
下
が
り
ま
す
。
文
献
に

は
、『
発
症
後
十
二
時
間
以
内
は
ウ

イ
ル
ス
の
検
出
率
は
か
な
り
悪
く
、

二
十
四
時
間
以
降
良
く
な
る
』
と

あ
り
ま
す
。
で
す
が
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
か
な
と
思
っ
た
ら
、
早
め

に
医
療
機
関
を
受
診
し
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
用
の
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
を

処
方
し
て
も
ら
っ
て
下
さ
い
。
そ

し
て
、
湿
度
を
保
っ
た
あ
た
た
か

い
部
屋
で
安
静
に
し
て
ゆ
っ
く
り

休
み
、
栄
養
の
あ
る
食
事
と
水
分

補
給
に
心
が
け
て
下
さ
い
。

癒しの癒しの園園
健康考健康考話話

シリーズ 19

����������������

地元の食材を使った料理の紹介

�������	����������	�����
��������������

よ
い

歯歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
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勤
労
者
住
宅
の
入
居
者
募
集

■
勤
労
者
住
宅

▼
小
坂
町
１
号
棟
Ｂ
１
０
３
、
Ｂ

３
０
３　
　
　

２
Ｋ　
　

２
戸

　
（
家
賃
三
万
三
千
円
）

▽
対
象　

小
国
町
に
勤
務
さ
れ
て

い
る
か
た

■
募
集
期
間　
　

月
４
日
�

１１

　
　
　
　
　
　
　

〜　

日
�

１１

■
入
居
時
期　
　

月
上
旬

１２

■
敷　
　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
申
込
・
問
合
先　

地
域
整
備
課

白
い
森
子
ど
も
体
験
教
室 

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
唄
づ
く
り

■
日　

時　
　

月　

日
�

１１

２６

　

午
後
１
時
〜
４
時　

分
３０

※
２
回
目
は　

月　

日
�
開
催

１２

２５

■
場　

所　

総
合
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

小
学
４
年
生
〜

　
　
　
　
　

中
学
３
年
生

■
内　

容　

楽
器
（
ギ
タ
ー
、
ピ

ア
ノ
）
の
操
作
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
唄
づ
く
り

■
定　

員　
　

名
１５

■
申
込
期
限　
　

月　

日
�

１１

２１

■
そ
の
他　

後
日
、
各
学
校
か
ら

申
込
書
が
配
布
さ
れ
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

各
学
校
ま
た

は
教
育
委
員
会
事
務
局
へ

高
齢
者
筆
耕
講
習
会
受
講
生
募
集

■
期　

日　
　

月　

日
�

１１

２２

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

■
場　

所　

小
国
町
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー

■
対
象
者　

町
内
に
在
住
で
、　
５７

歳
以
上　

歳
ま
で
の
筆
耕
に
興

７０

味
の
あ
る
か
た

■
内　

容　

毛
筆
に
よ
る
年
賀
状
、

の
し
袋
、
の
し
紙
な
ど
の
書
き

か
た
の
講
習

■
定　

員　
　

名
２０

■
受
講
費　

無
料

■
募
集
期
限　
　

月　

日
�

１１

１５

■
申
込
方
法　

ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。（
電
話
で
の
申
し
込
み
も
可
）

■
持
参
品　

筆
耕
用
具
一
式
（
筆
、

硯
、
下
敷
、
文
鎮
な
ど
）

■
申
込
・
問
合
先

〒
９
９
９
―
１
３
５
２

小
国
町
大
字
岩
井
沢
６
０
４
―

２　

小
国
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
務
局
（
�　

―
０
０

６１

３
０
）
へ

牛
乳
パ
ッ
ク
紙
す
き
体
験 

参
加
者
募
集

■
日
時
お
よ
び
定
員

　

月　

日
�

１１

２６

午
前
９
時
〜　

時　
　

名

１０

２０

午
前　

時
〜　

時　
　

名

１０

１１

２０

午
前　

時
〜　

時　
　

名

１１

１２

２０

■
場　

所　

千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
（
高
畠
町
）

■
申
込
期
限　
　

月　

日
�

１１

２２

■
申
込
・
問
合
先　

千
代
田
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
�
０
２
３

８
―　

―
４
０
０
４
）
へ

５７

白
い
森
杯
柔
道
大
会
２
０
０
５

■
日　

時　
　

月　

日
�

１１

１９

■テーマ

町の自然、景観、風景、町のイベント、生活

風景（小国町内で撮影したものに限ります）

■部門および規格

　�一般の部　４ツ切サイズ

　�町民の部　２Ｌ～４ツ切サイズ

■その他

　○町民のかたでも一般の部に応募できます。

　○応募点数は１人５点までとします。

　○白黒、カラーは問いません。

　○ワイド４ツ切、台紙貼り、パネル貼りした

ものは不可とします。

■応募締切　平成１８年１月３１日�必着

■入　　賞

　�一般の部　最優秀賞１点、優秀賞３点

　　　　　　　佳作７点

　�町民の部　最優秀賞１点、優秀賞２点

　　　　　　　佳作６点

■応募方法

　応募票に必要事項を記入のうえ、写真の裏面

に貼り付けして申し込んでください。応募票

は町ホームページからもプリントできます。

■申込・問合先　産業振興課へ

フフォォトトココンンテテスストト作作品品募募集集

■日　時　１１月１８日�

　　　　　１４：００～１５：３０

■場　所　総合センター集会室

■内　容　小学６年～高校３年生までの子ども議員

３６名が議会形式で白い森学習の発表と意

見交換をおこないます。

■問合先　教育委員会事務局へ

　子どもたちが各学校で

取り組んでいる白い森学

習（総合的な学習）の成果

を発表し合い、小国町の

よさについて、意見の交

換をおこないます。

白い森 開白い森　　　　　　開催催子ども議会
平成１７年度白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐにににににににににににににににににににににににににににににに

フォトコンテスト作品募集
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小国町役場　�０２３８－６２－２１１１　ＦＡＸ０２３８－６２－５４６４
小国町健康管理センター（健康福祉課） �６１－１０００　　子育て支援センター �６２－２３３０

今月の町長と語る日は１１月２４日�です。
お気軽においでください。

■
作
品
募
集

▼
対
象
者　

ア
マ
チ
ュ
ア
の
か
た

▼
内　

容

○
学
校
教
育
や
社
会
教
育
の
教

材
と
し
て
活
用
で
き
る
作
品

○
自
作
の
ス
ラ
イ
ド
、
ビ
デ
オ
、

Ｏ
Ｈ
Ｐ
シ
ー
ト
、
紙
芝
居
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
な
ど

※
た
だ
し
、
他
の
コ
ン
ク
ー
ル

等
で
入
選
し
て
い
な
い
作
品

▼
出
品
期
限　
　

月
７
日
�

１１

■
出
品
・
問
合
先　

教
育
委
員
会

事
務
局
へ

置
賜
こ
ど
も
芸
術
祭’　
０５

■
日　

時　
　

月
４
日
�

１２

　
　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜

３０

■
場　

所　

飯
豊
町
町
民
総
合
セ

ン
タ
ー
「
あ
〜
す
」

■
内　

容　

置
賜
地
域
で
活
動
す

る
子
ど
も
た
ち
の
舞
台
発
表

※
お
ぐ
に
舞
波
が
出
演
し
ま
す
。

■
入
場
料　

無
料

■
問
合
先　

置
賜
総
合
支
庁
企
画

振
興
課
（
�
０
２
３
８
―　

―
２６

６
０
２
１
）
へ

ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
野
口
健
氏
講
演
会

■
日　

時　
　

月　

日
�

１１

３０

　
　
　
　
　

午
後
６
時　

分
会
場

３０

■
場　

所　

グ
ラ
ン
ド
ホ
ク
ヨ
ウ

米
沢
（
米
沢
市
）

■
内　

容

▼
講
演
会

▽
演
題　
「
富
士
山
か
ら
日
本

を
変
え
る
」

▽
講
師　

ア
ル
ピ
ニ
ス
ト

　
　
　
　

野
口
健
氏

■
定　

員　

五
百
名

■
入
場
料　

無
料
（
た
だ
し
、
入

場
整
理
券
が
必
要
で
す
）

■
問
合
先　

米
沢
青
年
会
議
所

　
（
�
０
２
３
８
―　

―
０
３
３

２９

６
）
へ

第
一
種
衛
生
管
理
者
免
許

試
験
受
験
準
備
講
習

■
日　

時　

平
成　

年
１
月　

日

１８

１１

�
〜　

日
�
（
３
日
間
講
習
）

１３

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
初
日
の　

日
�
は
、
午
前
９
時

１１

　

分
〜

３０
■
場　

所　

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
ィ
ン

グ
（
山
形
市
）

■
定　

員　

百
名

■
受
講
料　

一
万
七
千
七
百
八
十

円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

■
申
込
・
問
合
先　

置
賜
労
働
基

準
協
会
（
�
０
２
３
８
―　

―
２１

５
６
７
８
）
へ

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者 

登
録
更
新

　

日
本
下
水
道
協
会
山
形
県
支
部

に
登
録
し
て
い
る
責
任
技
術
者
の

か
た
で
、
登
録
の
有
効
期
限
が
平

成　

年
１
月　

日
ま
で
の
か
た
は
、

１８

３１

現
在
所
属
し
て
い
る
指
定
工
事
店

所
在
地
の
市
町
村
で
、
更
新
手
続

き
が
必
要
で
す
。

■
対
象
者　

登
録
有
効
期
限
が
平

成　

年
１
月　

日
ま
で
の
か
た

１８

３１

午
前　

時
〜
（
翌
日　

日
�
は
、

１０

２０

合
同
練
習
会
を
行
い
ま
す
）

■
場　

所　

町
民
体
育
館

■
内　

容　

山
形
、
新
潟
両
県
よ

り
、
中
学
生
が
集
い
団
体
戦
を

行
い
ま
す
。

■
問
合
先　

小
国
町
柔
道
会
事
務

局
（
�　

―
３
８
３
５
）
へ

６２

自
作
視
聴
覚
教
材
映
像
祭 

お
よ
び
作
品
募
集

■
映
像
祭

▼
日　

時　
　

月
３
日
�

１２

　
　
　
　
　

午
後
３
時　

分
１０

▼
場　

所　

川
西
町
中
央
地
区
公

民
館

▼
内　

容　

今
年
度
の
置
賜
地
区

自
作
視
聴
覚
教
材
コ
ン
ク
ー
ル

の
優
秀
作
品
を
上
映
し
ま
す
。

年金相談

○日　時　１１月１６日�

○受　付　１０：３０～１４：３０

○場　所　役場町民相談室

○問合先　町民課へ

無料調停相談

○日　時　１１月１６日�　１０：００～１５：００

○場　所　総合センター

○内　容

●金銭の貸し借り、土地や建物、交通

事故などの民事に関する問題全般

●夫婦間、男女間、遺産や相続などの

家事に関する問題全般

○問合先　長井調停協会

　　　　　（�８８－２０７３）へ

人権相談

○日　時　１１月１８日�　１０：００～１２：００

○場　所　総合センター

○相談員　人権擁護委員１名

○内　容　人権に関すること

○問合先　町民課へ

弁護士無料法律相談

○日　時　１２月７日�　１０：００～１５：００

○場　所　総合センター

○申込期限　１１月２５日�

○そ の 他　相談は予約制で、申込順と

なります。

○問 合 先　町民課へ

療育巡回相談

○日　時　１２月１４日�　１４：００～１６：００

○場　所　置賜総合支庁西庁舎（長井市）

○対象者　おおむね３歳未満で、発育や

発達に心配のある子どもとそ

の保護者のかた

○相談員　山形県立総合療育訓練セン

ターの専門スタッフ

○費　用　無料

○申込・問合先　健康福祉課へ
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ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp　  携帯電話向けサイト　http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
総合センター（教育委員会事務局） �６２－２１４１　  町民体育館 �６２－５４２１　  町立病院 �６１－１１１１　  老人保健施設 �６１－１２００
癒しの園ホームページアドレス　http://www3.ic-net.or.jp/̃ognihs12/iyashinosonoindex.htm

　左の表は、１０月４日現在の新規求人の
内容です。無効になっている場合もありま
すのでご了承ください。このほかの求人
情報は、ハローワーク長井（�８４―８６０９）へ。

求人情報求人情求人情報報

■
更
新
内
容　

登
録
更
新
の
申
請

お
よ
び
更
新
講
習
会
の
受
講

■
申
請
期
間　
　

月
７
日
�
〜

１１

　
　
　
　
　
　
　

月
２
日
�

１２

■
申
請
・
問
合
先　

地
域
整
備
課

へ住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
ト
ラ
ブ
ル
に 

注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

一
部
の
悪
質
事
業
者
に
よ
る
訪

問
販
売
な
ど
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
急
増
し
て

い
ま
す
。
お
か
し
い

と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に

契
約
せ
ず
、
信
頼
の

で
き
る
機
関
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

●
事
業
者
選
び
は
慎
重
に
進
め
ま

し
ょ
う
。

●
工
事
契
約
は
必
ず
書
面
で
行
い

ま
し
ょ
う
。

●
工
事
の
追
加
、
変
更
は
良
く
話

し
合
っ
て
進
め
ま
し
ょ
う
。

●
工
事
完
成
後
の
確
認
は
確
実
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
先　

地
域
整
備
課
ま
た
は

�
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・
紛
争
処

理
支
援
セ
ン
タ
ー
（
�
０
３
―

３
５
５
６
―
５
１
４
７
）
へ

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

　

新
築
住
宅
は
、
平
成　

年
６
月

１８

１
日
か
ら
、
既
存
住
宅
は
、
平
成

　

年
６
月
１
日
か
ら
住
宅
用
火
災

２３警
報
器
が
義
務
設
置
に
な
り
ま
す
。

　

設
置
場
所
は
、
基
本
的
に
寝
室
、

階
段
（
２
階
以
上
に
寝
室
が
あ
る

場
合
）、
廊
下
（
７
�
以
上
の
居
室

が
５
室
以
上
あ
る
階
）
で
す
。

■
問
合
先　

消
防
署
小
国
分
署
へ

就業時間年 齢職       種求人数事  業  所  名

８：００～１７：００１８～５５土木施工管理技士、土木作業員４人山 和 建 設 �

８：００～１７：００不問土木施工管理技士、土木作業員２人� 齋 藤 建 設

８：００～１７：００１８～５０土木施行管理技士、重機オペ
レーター、廃棄物処理作業員５人� 横 川 建 設

８：００～１７：００不問事務員、運転手５人大 河 内 産 業 �

８：００～１７：００不問運転手２人� Ｋ Ｓ 産 業

８：３０～１７：３０２０～４５電線製造工１人ひさご電材�小国工場

８：００～１７：００１８～３５電気工事２人猪 野 電 気 工 事 �

８：３０～１６：４０ほか不問石英ガラス加工１０人�アイライン山形支店米沢センター

８：３０～１６：４０ほか不問石英ガラス加工５人�コラボレート山形営業所

８：００～１７：００不問建築施行管理３人�サンヨーナイスコーポレーション

８：００～１７：００２０～４０セールスドライバー２人ヤマト運輸�長井営業所

８：００～１７：００不問交通誘導５人� 村 上 警 備 保 障

８：３０～１７：１０～３５設備管理１人東芝セラミックス�小国サイト

８：１５～１７：１５２０～３４技術員、研究員３人日本重化学工業�小国事業所

９：００～１７：４５不問機械設計２人�シーテック山形営業所

９：００～１８：００不問インターネット販売１人Ｋ－ＰＲＯＤＵＣＴＳ

８：３０～１７：００２１～４０パソコン操作事務１人北陸建設サービス�新潟支店

９：１０～１６：５０２５～５５保険営業５人朝日生命保険相互会社長井営業所

８：００～１７：００不問サービススタッフ１人アベ　 プランニング

８：００～１７：３０ほか１８～４０ホールスタッフ２人�コンズカンパニー第一ホール小国店

９：００～２０：００間の５時間１８～４５販売、調理補助２人�白い森よこね物産品直売所

７：３０～１７：００不問造林作業２人小 国 町 森 林 組 合

９：３０～１８：３０１８～４５販売員１人小 国 食 糧 �

８：４５～１８：００不問店員２人� 蔵 王 ス ト ア ー

２１：００～０：００ほか不問店員３人ファミリーマート小国町店

９：００～１４：３０不問調理員１人特定非営利活動法人まんまる

＊＊＊新刊図書＊＊＊
◆東京タワー リリー・フランキー
◆恋バナナ　赤・青 ＹｏＳｈｉ
◆かたみ歌 朱川　湊人
◆七人の弁慶 森　　　泳
◆東京ＤＯＬＬ 石田　衣良
◆震度０ 横山　秀夫
◆やればできるんよ 山廣　康子
◆市町村大合併
◆日本領サイパン島１万日 野村　　進
◆キャベたまたんていシリーズ
 三田村信行
※ほか多数入荷しました。

開館時間　午前９時30分～午後６時

総合センター図書室から 総合センター図書室から 

１１月２日（水）・３日（祝日）・２３日（祝日）
今月の休館今月の休館日日

雇用相談員の勤務体制が変更になりました。

※火、木は産業振興課職員が対応します。
■問合先　産業振興課へ

■日　時　１１月２１日�
　　　　　午後３時～４時３０分
■場　所　白い森ショッピングセンター

アスモ多目的ホール
■対象者　管理職のかた
■内　容　人権、セクハラ、差別につい

ての講話
■講　師　東京人権啓発企業連絡会啓発

委員　日本電気�人事部人事
マネージャー

　　　　　植竹設郎氏
■問合先　産業振興課へ

午後（１３：３０～１７：００）午前（８：３０～１２：００）相談日
馬場高子相談員月
高野　孝相談員水
本間英祐相談員金

雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららららららららららららら

管理職対象セミナー開管理職対象セミナー開催催
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小国町役場　�０２３８－６２－２１１１　ＦＡＸ０２３８－６２－５４６４
小国町健康管理センター（健康福祉課） �６１－１０００　　子育て支援センター �６２－２３３０

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
てててててててててててててててててててて
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららら
か
ら

▽
『
あ
そ
び
の
広
場
』

■
日　

程　
　

月　

日
�
、　

日

１１

１５

２２

�
子
育
て
講
座
（
親
子
体
操
）、

　

日
�
、　

月
６
日
�
、　

日

２９

１２

１３

�
■
時　

間　
　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

▽
『
な
か
よ
し
広
場
』

■
日
程
と
場
所

▼　

月　

日
�
、　

月
１
日
�
、

１１

１７

１２

　

日
�

１５

　

総
合
セ
ン
タ
ー

▼　

月　

日
�
、　

月
８
日
�

１１

２４

１２

　

お
ぐ
に
保
育
園

■
時　

間　
　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

▽
『
こ
ど
も
愛
ラ
ン
ド
』

■
日　

程　
　

月　

日
�

１２

１０

■
時　

間　

９
時　

分
〜

３０

　
　
　
　
　
　

時　

分

１２

３０

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
内　

容

　

親
子
で
ク
ッ
キ
ー
作
り
と
工
作

※
詳
し
い
こ
と
は
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー（
�　

―
２
３
３
０
）

６２

へ

■問合先　健康福祉課へ

保健カレンダー
場所対 　象受付時間乳幼児健診月 日

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

※
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
問
診
票
（
４
カ
月
児
、
１
歳
児

健
康
診
査
は
除
く
）

１６年４月
～６月生
まれ

１２：３０～

１３：００

１歳６カ月児
健康診査

１２/９

１７年８月
生まれ

１３：００～

１３：１５

４カ月児
健康診査

１２/１６

１６年１２月
生まれ

１ 歳 児
健康診査

■日　時　１１月２６日�　１３：００～１５：３０
■場　所　置賜生涯学習プラザ（長井市）
■内　容
●講演会
○演題　「多様化する地域福祉サービス」
○講師　東北公益文化大学教授　渋川智明氏

●シンポジウム
■申込期限　１１月１５日�
■申込・問合先　まごころサービス長井（�８４－６８４８）へ

■日時および場所

○１期　１１月２２日、２９日、１２月６日、
１３日、２０日（毎週火曜日）
１９：００～２０：３０　町民体育館

○２期　平成１８年１月１７日、２４日、３１
日、２月７日（毎週火曜日）　
 １９：３０～２０：３０　温泉健康館
「ゆ～ゆ」

○３期　平成１８年２月１４日�
１９：００～２０：３０　町民体育館

■内　容　健康チェック、体力測定、ト
レーニング方法指導、水中運
動

■対象者　運動をしても問題のないかた
で、健康やスポーツに興味の
あるかた

■参加費　無料（ただし、スポーツ安全
保険料１，５１０円が必要です）

■申込期限　１１月１１日�
■申込方法　保険料を添えて町民体育館

へ申し込んでください。
■申込・問合先　町民体育館へ

合同面接会２００５

地域ケアサービ地域ケアサービスス
リーダー育成研リーダー育成研修修

合同面接会２００５福祉の仕事

�����
��	
�

参加者募集
■日　時　１１月１１日�　１３：００～１６：００
■場　所　山形ビッグウィング（山形市）
■対象者　福祉の仕事に関心のあるかた

福祉の職場に就職を希望するかた
■内　容　○求人施設面談会

○総合相談、求職登録コーナー
○ハローワークコーナー
○福祉関係資格取得相談コーナー　など

■参加費　無料
■その他　当日、気軽においでください。
■問合先　山形県福祉人材センター（�０２３－６３３－７７３９）へ



お知らせコーナお知らせコーナーー

ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp　  携帯電話向けサイト　http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
総合センター（教育委員会事務局） �６２－２１４１　  町民体育館 �６２－５４２１　  町立病院 �６１－１１１１　  老人保健施設 �６１－１２００
癒しの園ホームページアドレス　http://www3.ic-net.or.jp/̃ognihs12/iyashinosonoindex.htm

　簡易課税制度は、課税売上高から納付する消費
税額を計算する制度です。簡易課税制度を選択す
るかたは、忘れずに届出をしてください。
■対 象 者　前々年の課税売上高が５，０００万円以

下の個人事業者のかたで、平成１７年
において新たに課税事業者となった
かた、および平成１８年において課税
事業者であるかた

■届出期限　１２月３１日�
■そ の 他　個人事業者のかたの消費税の納税に

は、振替納税を利用してください。
■問 合 先　長井税務署総務課管理徴収担当
　　　　　　（�８４－１８１１）へ

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

社会保険料控除証明書を添付しましょう

消費税簡易課税制度

　国民年金保険料は、納付した全額が所得税や
市町村民税の社会保険料控除の対象となります。
■証明書の送付

※平成１７年分の所得申告から、証明書の添付が
義務付けられました。送付された証明書を紛
失しないよう大切に保管し、申告の際に添付
してください。

■問合先　町民課へ

送付時期送付証明書対象者

年末調整申告に間
に合うよう、１１月
初旬に送付します。社会保険料（国

民年金保険料）
控除証明書
※はがき

今年１月から９月
まで国民年金を納
付したかた

確定申告に間に合
うよう、来年２月
初旬に送付します。

年の途中から国民
年金に加入した場
合など、１０月以降に
本年はじめて保険
料を納付するかた

ー１日人間ドック追加募集ー１日人間ドック追加募集ーー

国民健康保険からのお知らせ

国民年金保険からのお知らせ

年末調整・確定申告には

ー１日人間ドック追加募集ー１日人間ドック追加募集ーーー１日人間ドック追加募集ー

■
種　
　

目　

２
等
陸
、
海
、
空
士

■
応
募
資
格　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の

１８

２７

男
子
の
か
た
で
、
平
成　

年
３
月
末

１８

に
各
部
隊
へ
入
隊
で
き
る
か
た

■
試
験
種
目　

筆
記
試
験
、
口
述
お
よ

び
身
体
検
査

■
受
付
期
限　
　

月
６
日
�

１２

■
そ

の

他　

陸
、
海
、
空
自
衛
隊
生

徒
（
平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か

た
）
の
募
集
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

自
衛
隊
米
沢
募
集

事
務
所
（
�
０
２
３
８
―　

―
０
０

２３

１
１
）
へ

　行政書士は、官庁や役所などに提出する諸書類
の作成、相談、提出代行を行います。具体的には
次のようなことについて相談を受けたり、書類の
作成や提出などを行ったりしています。
　仕事を依頼する場合は、事前に電話で必要書類
を確認し、持参することが手続きの早道になりま
す。
■行政書士の主な業務

相続・遺言などの手続き、契約書作成、法人設
立、農地転用、内容証明書作成、遺産分割、会
計帳簿記帳処理など
■問合先　山形県行政書士長井支部事務局
　　　　　（�８８－９２６４）へ

�������	
��

行政書士制度

ご存知ですご存知ですかか

年末調整・確定申告には行政書士制度行政書士制度

　小国町国民健康保険では、１日人間ドックを
実施しています。現在、約１５０人のかたがたに申
し込みをいただいていますが、まだ申し込みを
されていないかたで受診を希望するかたを対象
に、追加募集を行います。
　人間ドックは、個人で受ける場合、全額自己
負担ですが、今回は国民健康保険の助成により
約４分の１の負担で受診できます。

■期　日　１１月１８日�、２５日�、２８日�、３０日�
■対象者　平成１７年４月１日現在、満３０歳、３３

歳、３６歳、３９歳、４２歳、４５歳、４８歳、
５１歳、５４歳、５７歳、６０歳、６３歳、６６
歳、６９歳、７２歳のかたで、現在国民
健康保険に加入されているかた（老
人保健対象者を除く）

■実施医療機関　小国町立病院
■個人負担金　男性１０，５００円　女性１１，２００円
■申 込 方 法　希望する受診日の１週間前まで

に、電話で申し込んでください。
■申込・問合先　町民課へ

個人事業主のみなさんへ



お知らせコーナお知らせコーナーー

小国町役場　�０２３８－６２－２１１１　ＦＡＸ０２３８－６２－５４６４
小国町健康管理センター（健康福祉課） �６１－１０００　　子育て支援センター �６２－２３３０

人口のうごき 

おくやみ申し上げます。 

人  口　男 … 4,811人（－5） 
女 … 5,068人（－12） 
計 … 9,879人（－17） 

世帯数 　　3,300世帯（－2） 
平成17年9月30日 

小　　　股 
岩　井　沢 
小国小坂町 
長　　　沢 
焼　　　山 
栃　　　倉 
岩　井　沢 
宮　の　台 
小国小坂町 
大　　　宮 

(70) 
(88) 
(74) 
(79) 
(84) 
(89) 
(83) 
(34) 
(83) 
(70)

誕生おめでとうございます。 

る 　 う  

幸 　 町  澤　口　琉　憂 
和　広 
　綾 （ 

し ん ご  

兵 庫 舘  伊　　　慎　吾 
信　幸 
都与美 （ 

しょう 

小国小坂町 梅　津　　渉 
和　紀 
まき子 （ 

こ こ は  

五 味 沢  齋　藤　心　花 
　悟 
美紀子 （ 

こ う  

小 国 町  中　井　　煌 
千　暁 
浩　子 （ 

あ 　 ゆ  

小国小坂町 中津川　愛　結 
哲　之 
栄美子 （ 

　  

小 国 町  井　上　ひなた 
久　也 
千　春 （ 

る い と  

小 国 町  船　山　瑠　斗 
善　典 
友　紀 （ 

結婚おめでとうございます。 

大 石 沢  
中 国  

中　原　　稔　 
　　　　鳳　艶 （ 

小 国 町  
小 国 町  

山　北　裕　晃 
清　野　　梢　 （ 

安　部　揚　子 
井　上　忠　治 
　金　　秀　子 
安　部　彦　一 
渡　部　志　　 
伊　藤　てつゑ 
　丹　　ふ　よ 
中　塚　誠　二 
　金　　俊　禅 
遠　藤　和　壽 

期間中は、朝７時と夕方６時にサイレンを鳴らします。
火の元には十分注意してください。

■問合先　消防署小国分署へ
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冬
期
間
の
列
車
輸
送
の
安
全
確
保
の
た
め
、

踏
切
の
敷
板
を
は
ず
し
ま
す
。
そ
の
た
め
次
の

踏
切
で
車
両
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ま
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
期　

間　

平
成　

年　

月　

日
�
〜

１７

１１

２４

　
　
　
　
　

平
成　

年
３
月　

日
�

１８

３１

■
通
行
止
め
と
な
る
踏
切

　

○
霜
下
踏
切
（
箱
口
地
内
）

　

○
松
坂
踏
切
（
伊
佐
領
地
内
）

　

○
朝
篠
踏
切
（
朝
篠
地
内
）

　

○
木
落
踏
切
（
町
原
地
内
）

　

○
西
岩
井
沢
踏
切
（
諏
訪
神
社
東
側
）

　

○
滝
沢
踏
切
（
電
興
前
）

　

○
増
岡
踏
切
（
幸
町
地
内
）

　

○
赤
芝
踏
切
（
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
跡
地
裏
）

■
問
合
先　

地
域
整
備
課
へ

冬
期
間
通
行
止
め

秋の火災予防運動

■対 象 者　高校、短大、大学、専修学校などに入学
または在学するかたの保護者のかた（年
収制限があります）

■融 資 額　学生、生徒１人につき２００万円以内
■返済期間　１０年以内
■利　　率　年１．６５％（平成１７年５月１０日現在）
■申込・問合先　国民生活金融公庫米沢支店
　　　　　　　　（�０２３８－２１－５７１１）へ

　北部地区に新名所、徳網山登山道を整備しました。
　徳網山の標高は７８７ｍで、山頂までは約２時間程度で登
れる軽登山コースです。登山口は、小国町大字五味沢地
区、樋倉集落内、樋倉橋先にあり、駐車場が整備されて
います。
　おぐにの大自然をぜひ体験してください。
■問合先　小国町誘客振興協議会事務局
　　　　　（産業振興課内�６２―２１１１）へ

11月9
日～1

5日

「あなたです火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火 のあるくらしの見はり役」「あなたです火火 のあるくらしの見はり役」

冬
期
間
通
行
止
め

国の教育ローン 国の教育ローン 国の教育ローン 
利用してください
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地
区
対
抗
種
目
の
七
つ
目
の
競

技
と
し
て
、
昭
和
四
十
八
年
か
ら
、

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
月
は
、
数
年
前
ま
で
ほ
と
ん

ど
練
習
も
休
ま
ず
、
現
役
で
活
躍

さ
れ
て
い
た
と
い
う
、
渡
部
ア
キ

さ
ん
（
小
国
小
坂
町
）
に
思
い
出

を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　
「
当
時
は
ま
だ
、町
の
体
育
館
が

な
か
っ
た
の
で
東
芝
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ス
の
体
育
館
で
大
会
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
私
が
小
坂
町
に
引
っ
越

し
て
き
た
年
か
ら
、
地
区
対
抗
の

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
始
ま

り
ま
し
た
が
、
バ
レ
ー
が
大
好
き

な
私
は
、
練
習
を
休
ん
だ
こ
と
は

一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
私
を
含
め
ほ
と

ん
ど
が
子
育
て
中
で
し
た
の
で
、

練
習
に
は
み
ん
な
子
ど
も
を
連
れ

て
き
て
、
子
ど
も
好
き

の
私
の
夫
が
面
倒
を
み

て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
で
も
よ
く
覚
え
て

い
る
の
は
、
肩
を
ケ
ガ

し
た
時
の
事
で
す
。
人

数
が
九
人
ぎ
り
ぎ
り

だ
っ
た
た
め
、
接
骨
院

で
が
っ
ち
り
テ
ー
ピ
ン

グ
を
し
て
も
ら
い
、
絶

対
に
ス
パ
イ
ク
を
打
っ

た
り
し
な
い
と
い
う
約

束
で
出
場
し
た
覚
え
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ス

パ
イ
ク
が
決
ま
り
、
み

ん
な
で
あ
ま
り
に
も
喜

ん
だ
た
め
、
そ
の
時
に

手
を
ケ
ガ
し
た
な
ど
と

い
う
笑
い
話
も
あ
り
ま

し
た
。

　

バ
レ
ー
は
、
み
ん
な

の
気
持
ち
が
一
つ
に
な
ら
な
い
と

で
き
ま
せ
ん
の
で
『
失
敗
し
て
も

み
ん
な
、
決
ま
っ
て
も
み
ん
な
』

と
い
う
気
持
ち
で
常
に
や
っ
て
い

ま
し
た
。」
と
語
る
渡
部
さ
ん
は
、

今
も
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
の
チ
ー
ム
で

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

2005-11
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編
集
発
行
／
小
国
町
役
場
総
務
企
画
課
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印
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ホ
ー
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ペ
ー
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w
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携
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向
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サ
イ
ト
 http://w

w
w
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/index.htm
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広
報
 体

育
協
会
設
立
五
十
周
年
記
念

昭和５２年  優勝した小坂町チームの試合

出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととももももももももももももももももももももももももももももももももも出会いとともにににににににににににににににににににににににににににににににににに

健健
康康
・・
体体
力力
づづ
くく
りり
のの
ああ
ゆゆ
みみ

シ
リ
ー
ズ

編
集
編
集
室
か
ら 

　

十
月
二
十
三
日
、
紅
葉
ジ
ョ
ギ

ン
グ
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
雨

の
音
で
目
覚
め
た
そ
の
朝
、
走
ろ

う
か
、
や
め
よ
う
か
ぎ
り
ぎ
り
ま

で
葛
藤
し
て
い
ま
し
た
が
、
走
ろ

う
と
決
め
小
玉
川
へ
と
向
か
い
ま

し
た
。
会
場
に
つ
く
と
、
雨
の
中

を
半
袖
姿
で
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ

プ
を
し
て
い
る
陸
上
ス
ポ
少
の
小

学
生
を
見
て
、や
め
よ
う
か
と
思
っ

て
い
た
自
分
が
恥
ず
か
し
く
な
り

ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
は
、
岩
手

県
か
ら
六
時
間
か
け
て
毎
年
参
加

さ
れ
て
い
る
方
も
い
る
そ
う
で
す
。

　

さ
て
、
秋
と
言
え
ば
運
動
の
秋
、

食
欲
の
秋
、
芸
術
の
秋
…
。
皆
さ

ん
は
ど
の
よ
う
な
秋
を
過
ご
さ
れ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
冬

に
備
え
て
脂
肪
の
服
を
も
う
一
枚
。

も
っ
ぱ
ら
食
欲
の
秋
で
す
。（舟

山
）

「
一
つ
の
ボ
ー
ル
を 

必
死
に
追
い
か
け
ま
し
た
」

渡部　アキさん

宝石のような実をつけたザクロ
（町原地内）


